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～ 物を大切にする心 ～ 
 
全校朝会で掃除の話をしました。年末を迎え、１年間、自分たちを見守ってくれた校

舎に感謝の気持ちで、掃除して欲しいということを伝えました。その際、調子の悪くな

った車を買い替えようと思ったら、急に調子よくなったという例を出し、物にも人の

心が伝わると感じている、とも話しました。（私の思い込みです。） 

校舎に感謝するということは、子どもたちにはわかりにくいことかもしれません。

しかし、物を大切にする心はいつも持っておいてもらいたいものです。なぜなら、その

心は、多くのことに良い影響をもたらすと考えるからです。 

物が豊富になかった時代、一つの物を大事に長く使うことが求められました。そう

するうちに、物に対する愛着も生まれ、丁寧に扱うことが習慣となっていたと思いま

す。雑に扱うのに比べて、丁寧に扱うことは意識をもってしなければなりません。です

から、心が鍛えられると私は考えています。そして、その心が他の面にも生かされるこ

とは容易に想像できます。 

例えば、一流のスポーツ選手ほど、道具を大切にするとい

うことがよく言われます。それは道具を丁寧に扱うという

ことで鍛えられた心が、プレイに影響しているからだと私

は思っています。さらに大げさに言うと人生に影響してい

ると思うのです。 

物を大事にする、感謝する、丁寧に扱う、小さなことかも

しれませんが、積み重ねれば生きる力につながることだと

感じます。毎日の掃除も、そう考えて丁寧に感謝の気持ち

で取り組みたいものです。 
 

～見えない心を見つめる（いじめ防止授業）～ 
 
１１月１８日（月）と１９日（火）、３～６年生を対象に『いじめ防止授業』があり

ました。横浜を中心に活動している劇団プレイバッカーズの人たちが、子どもたちの

辛かったり、嫌だったりした話を聞き、その時の心の様子を演じるものでした。心の叫

びを目の当たりにして、参加した子どもたちは『いじめ』について深く考える機会にな

りました。その時学んだことは次のようなことです。    

 

■ いじめに対する４つの行動指針 

・いじめを止める・いじめる仲間にはいらない  

・大人に知らせる・いじめられている子と

仲良くする 

 

子どもたちには、このことを忘れず

に、毎日の生活に生かして欲しいと

思います。 
その時の心をプレイバック 



 


